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まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 淀川水系猪名川上流ブロック河川整備計画（変更素案）について
○流域界とブロック界が明確に分かるようにすること。
●流域界は府県をまたがり、ブロック界は府域で表現している。明確に分かるように修正する。
○当ブロックでは、当面の治水目標を達成後においても、当面の治水目標である時間雨量65ミリ程度の降雨に対して洪水リスクが残る地域がある。本文に明記するなど、洪水リスクが残る地域を分かりやすく明示すること。
●本文及び参考資料への反映することを検討する。
○資料1-1では、時間雨量65ミリ程度対応区間の表記が、時間雨量50ミリ程度対応実施後から整備する区間となっているため、誤解を招かないよう工夫して記載すること。
●河川整備計画の整備区間には、現況から時間雨量65ミリ程度対策を実施するために必要な区間を記載している。
○河川整備計画中の図について、スケールを合わせること。
○河川整備計画中の図について、凡例が不足しているものがあるので修正すること。
○修正した河川整備計画を各委員に確認いただいた上で、住民意見聴取に進むこととする。
(2) 淀川水系猪名川下流ブロック河川整備計画（素案）について
○昆虫類について、ホタルはグループ名で記載されているがそれ以外は種名で記載されているので統一を図ること。
●ゲンジボタルと修正する。
○初谷川は床上浸水が想定される人家を守るため約50m部分改修を行うこととしているが、ここだけの改修で問題ないのか。当該地域の土地利用はどのようになっているのか。
●市街化調整区域となっており、当該箇所以外に床上浸水の発生する人家がないため、部分改修により人家への床上浸水は防止できると考えている。
○余野川の整備断面が、14.3kｍ地点と14.6kｍ地点で流積が大きく異なる理由は。
●その間に支川からの流入があるため、平面図で支川の追記などわかりやすく表記する。

○猪名川上流ブロックと同様に、当面の治水目標を達成後においても洪水リスクが残る地域を分かりやすく明示すること。
●本文及び参考資料への反映することを検討する。
○景観面について、箕面などは特に里山景観の保全の取組みや四季の変化を感じる山などが残っているので、そういったキーワードを追記してはどうか。
●景観面に追記する。

○修正した河川整備計画を各委員に確認いただいた上で、住民意見聴取に進むこととする。
(3) 淀川水系神崎川ブロック（神崎川、安威川、糸田川、茨木川、佐保川、勝尾寺川を除く）における当面の治水目標及び治水手法について

○ため池活用案がここに記載の費用で本当におさまるのか。また、計画上の位置付けはどのように考えているのか。
●費用については、ため池の補強などの対策の有無による費用の増大なども考えられるが、今は余水吐の改良を行うことを想定し、費用を見込んでいる、また、計画上はため池を河川管理施設としての位置付けることは想定しておらず、流出抑制の一環として考えている。
○実現の可能性、担保性について、現在法的な枠組みは無いと思うが、将来の課題として農林部局やため池管理者との協議を進めてほしい。
●担保性については、河川管理者、ため池管理者、流域市と協定を締結することを考えている。また、都市整備部と環境農林水産部で流域におけるさまざまな課題に取組む会議の場を設けており、引き続き協議を行う予定である。
○ため池を治水手法とすると、環境対策として今後河道を触る機会がなくなってしまうのではないか。
●維持管理や河川利用の際に、環境への配慮にも努めていく。
○実効性や監視体制についてはどのように考えているのか。
●本ブロック内の一部のため池では、常時水位の低下についての協定を締結している事例もあり、同様の方法で他のため池についても取り組んでいきたいと考えている。協定の中でそれぞれの役割を定めており、監視については地元市が行うこととしている。
○協定通りの運用が適切にされていなかった場合、瑕疵責任を問うことができるのか。
●協定を締結した以上、履行されていなければ、一定の責任が負わされるのではないかと思う。
○ため池の実態を考えると、老朽ため池がかなりあり、それらの多くは堤体や余水吐の構造などが設計基準を満たしていない。治水活用にあたっては、ため池の安全性についても担保する必要がある。ため池管理者と河川管理者双方にとってメリットがあるようにすることが望ましい。

○ため池活用案には不確実要因もあるので、事業費の変動など事情の変化があった際に後戻りできるように河川整備計画の記述内容に留意いただきたい。
○神崎川ブロックの本日審議対象の河川について、治水目標と治水手法については事務局案にて了承。
淀川水系猪名川上流ブロック河川整備計画（変更素案）について


・河川整備計画（変更素案）について、基本的に了承。


ただし、委員の意見を踏まえて修正し、各委員に確認したうえで、住民意見聴取に進むこと。


淀川水系猪名川下流ブロック河川整備計画（素案）について


・河川整備計画（素案）について、基本的に了承。


ただし、委員の意見を踏まえて修正し、各委員に確認したうえで、住民意見聴取に進むこと。


淀川水系神崎川ブロック（神崎川、安威川、糸田川、茨木川、佐保川、勝尾寺川を除く）における当面の治水目標及び治水手法について


・旧猪名川、境川、三条川、新大正川、郷之久保川、川合裏川、裏川、土室川分水路、下音羽川は、現状において時間雨量50ミリ程度に対して人家への浸水が生じないこと、かつ時間雨量65ミリ程度及び80ミリ程度に対して人家への危険度Ⅱ・Ⅲが生じないことから、「現状で当面の治水目標を達成」とする。


・天竺川、兎川、高川、山田川、正雀川、正雀川分水路、大正川、箕川の当面の治水目標は、「時間雨量80ミリ程度対応」とし、治水手法はため池活用案（現況河道＋ため池活用）とする。ただし、ため池活用の担保性を見極め、実施すること。


・上の川の治水手法は、周辺の社会情勢を踏まえた取組状況を考慮し、「流出抑制施設の整備や雨水排水経路の見直しなど河道への負担を軽減することにより対応する」こととする。
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